
平成２７年度学校経営計画表
茨城県立竜ヶ崎第一高等学校

１ 学校の現況

学校番号 ５６ 学校名 県立竜ケ崎第一高等学校 課程 全日制 学校長名 小沼 光一

教頭名 全日制 原 光広 事務室長名 秋田 剛

教職員数 教諭 ４９ 養護教 １ 常勤 ３ 非常勤 ２ 実習教諭,実習講師 １ 事務 ４ 技術職 ３ 計 ６３
諭 講師 講師 実習助手 職員 員等

小学科 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 合 計 合計クラス数
普通科 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１５９ １２１ １４９ １３３ １５９ １１６ ４６７ ３７０ ２１

２ 目指す学校像
歴史と伝統を誇る重厚な校風の中で，文武両道の精神を継承し，豊かな教養と英知を備え，地域社会をはじめ国際社会に

貢献しうる有為な人材の育成に努める。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。）
項 目 現状分析 課 題

・９０％以上が授業に真剣に取り組んでいるが，予習 ・学習意欲を高め，自学自習につながる授業を創意工夫する。
学習指導 復習の実施率は８０％を割っている。 ・宅習簿を効果的に活用し，家庭学習時間を確保するための指導を強

・家庭学習時間の不足している生徒が２０％程度い 化する。
る。 ・３年間を見通した各教科の指導プログラム（シラバス）を明確にし，学習

・計画的に学習を進める習慣が定着していない。 指導を充実させる。
・国公立大学志向、理系志向が強まっている。 ・生徒の希望や資質及び適性に応じた進路指導を，組織的に行う。

進路指導 ・志望は高いが、具体的な行動に移せない生徒が多 ・初期指導（Rプログラム）をさらに充実させて，学年と連携した学校全体
い。 の進路指導のあり方を明確化する。

・進路行事は充実・整備されてきたので、これからは ・先進校視察，授業公開を計画的に実施すると同時に，大学入試問題
教科指導力を高めていく段階に入ってきた。 の分析検討を徹底して行い，教師の指導力向上を目指す。

・制服の着こなしは，年を追うごとによくなってきてい ・「さわやかマナーアップ運動」への積極的な参加等により，規範意識や
生徒指導 る。ただし，衣替えのタイミングで服装が乱れがち 道徳心を育成する。

である。 ・遅刻の防止や挨拶の励行及び清掃の徹底等により，基本的生活習慣
・規範意識の低い生徒や挨拶の励行ができない生 を身につけさせる。
徒がいる。 ・学校全体の共通理解のもと，心の教育と教育相談体制を充実させ， ス
・基本的生活習慣の未定着等により，心身とも不安 クールカウンセラーを有効に活用する。
定な生徒がいる。

・部活動への加入率はH２７年度も８割程度を維持し ・完全下校時間を遵守させ，部活動の効率化・充実化を図りながら，学
特別活動 ており，様々な活動に積極的に関わろうする生徒 習時間を確保させる。

が多い。一方で，学業との両立に悩む生徒がい ・考査前５日間の部活動中止を徹底する。
る。 ・生徒会行事の充実を図り，部活動未加入者を含めた生徒へ感動体験

・部活動未加入者への対応が必要である。 を得られる場面を数多く設ける。



４ 中期的目標

教育の質の向上を目指す学校づくり
１ 自ら学び，自ら考える「確かな学力」を育む。
２ 生徒の主体的活動を促進し「生きる力」を育む。
３ 生徒一人一人の道徳心を培い「豊かな心」を育む。
４ 「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」事業等を活用し，グローバルに活躍できる人材の育成を図る。
５ 特色ある学校づくりを進めることで，地域から信頼され期待される学校づくりに努める。

５ 本年度の重点目標

重点項目 重点目標

１ 個に応じた指導の充実を ○生徒が自ら課題を見いだし，主体的に学び続け，問題解決できる能力を育成する
図り，「確かな学力」を育む ○学習意欲の向上につながる指導の工夫とともに，「授業力の向上」に努める。

○授業，土曜講座，課外，自学自習を有機的に結びつけ，自主的，主体的な学習習慣の確立を図るととも
に，家庭学習の定着に努める。

２ キャリア教育の充実を図 ○Rプログラムに基づく系統的・組織的なキャリア教育により，将来目標をより明確にし，学習意欲のこうじょう
り，生徒一人一人の希望進 に繋げる。
路の実現に努める。 ○丁寧な個別面談を行い，生徒一人一人の「進路設計とその課題」を明確にし，最後まであきらめずにチャ

レンジし続ける心を養う。
○学年間・教員間の連携を深め，広い視野から組織力・協働力で効果的に進路指導を進める
○「いばらき版サイエンスハイスクール（ISH)」事業の効果的な運用を図る。

３ 豊かな心を育む教育の推 ○規範意識や道徳心の育成等による豊かな心の育成に努めるとともにm，「いじめ」を絶対に許さないという
進 意識の醸成に努める。

○教員間の協働態勢・共通理解による指導を推進し，教師と生徒の信頼関係の構築に努める。
○生徒の心情の理解を深めるとともに問題行動の早期発見・早期解決に努める。

４ 特別活動及び学校行事 ○文武両面において，前向きに取り組める生徒を育成する。
の充実 ○ホームルーム活動，部活動及び生徒会活動を充実させることで，生徒の主体性を育成する。

５ グローバルに活躍できる ○「スーパーサイエンスハイスクール（SSH)」事業を通して，将来国際的に活躍し得る科学技術人材等の育
人材の育成 成を図る。

○国際交流事業を推進し，異文化を体験することによって，グローバルな視野を広げる。
○英語によるディベートの推進。英語によるプレゼンや英語検定の促進。


